
第 6 回

最小２乗法 Least Squares Method

最小２乗法によるモデルの当てはめ

個体番号 X      (X1) Y       (X2)

1 1 2

2 2 4

3 5 2

4 7 5
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X と Y の関係を知りたい。

X で Y を予測したい。
Y を X で説明したい。
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最小２乗法によるモデルの当てはめ
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最小２乗法

直線と残差
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直線の方程式

(x=x１ における ｙ の予測値)

(x=x2 における ｙ の予測値)

直線と残差
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直線の方程式

最小２乗法
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最小２乗法

最小２乗法
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最小２乗法
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最小２乗解
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最小２乗解
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最小２乗解
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正規方程式
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個
体
番
号

X      
(X1)

Y       
(X2)

1 1 2

2 2 4

3 5 2

4 7 5

最小２乗法

 データ

 モデル
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モデル
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単回帰モデル

重回帰モデル

非線形回帰モデル

モデルの当てはめ
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残差の２乗和が最小となるようにモデルのパラメタ β を求める。



曲線と残差
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曲線の方程式

最小２乗法

重回帰分析
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切片の取り扱い



重回帰分析の行列表記
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RSS の行列表記
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正規方程式
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を要素として持つベクトル

ベクトルで書いた正規方程式

正規方程式の解は

RSS の行列表記
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スカラー値を返す関数の行列による微分
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最小２乗法の別解

 残差の２乗和の分解公式を使った解法
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上式右辺を最小とする β を求めたい。
上式右辺の第２項は β を含まない。
上式右辺の第１項を最小とする β を求めれば良い。
X’X は正定値行列であるからこの項は負にはならない。
したがって、最小値 はβ=βhat のときである。

ベイズ統計の正規分布の母平均の事後分布の導出
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平方完成関係の公式
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